
令和８年５月
滝川警察署

地域

国道２７５号
郊外

法定速度（60km/h）
指定速度（50km/h）

８時～１０時 、１６時～１８時

重点路線　 時間帯 規制速度

国道１２号
法定速度（60km/h）
指定速度（50km/h）

８時～１０時 、１６時～１８時 郊外・市街地

国道３８号

速 度 取 締 指 針

滝川警察署の速度取締 り の重点

滝川警察署管内の交通事故実態等

その他の交通指導取締りの要点

～令和７年１１月から令和８年４月の交通事故発生状況～
● 国道１２号では、人身交通事故が２７件発生しており、事故の最も多い時間帯は午前１０時から午後０時までであり、全体の約６割が日中

の時間帯に発生している。

飲酒運転の取締り、市街地における交差点違反等の指導取締り、後部座席シートベルト着用推進強化

重点以外の路線や時間帯であっても、必要に応じて取締りを実施します。

道路交通環境

◆ 国道１２号、国道３８号及び国道２７５号は、札幌圏と旭川圏を結ぶ主要国道であり、大型車両の交通量が多い。

また、市街地沿線には、小学校、中学校、高校があるため、通学路指定の地域も多い。

◆ 国道１２号、国道３８号、国道４５１号が、滝川市中心部で交わり、交通流量から歩行者被害の交通事故の発生が懸念される。

取締要望

◆ 国道郊外部及び市街地における速度取締り要望が寄せられている。

○過去５年における管内の人身交通事

故の路線別発生状況については、

国道１２号が最も多く

国道３８号が次に多く

発生している。

○国道１２号では、追突事故による死亡

事故が１件発生している。

○国道２７５号では、車両同士の正面衝

突により死亡事故が１件発生している。

○国道１２号、国道３８号及び２７

５号は、

８時から１０時

１６時から１８時

の時間帯の発生が最も多い。
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